
the monkey cerebellum.7(-eurosci.Res.

Suppl.9:S111.

3)Hayashi.M.Yamashita,A.andShimizu,K

(1989):Regionaldistributionandontogeny

ofnervegrowthfactorinmonkeycentral

nervoussystem.Neurosci.Res.Suppl.9:S
46.

4)山下晶子,林基漁,治水良子,大島清 (198

9):サル大脳皮質におけるP物質の分布と

その発達一免疫組織化学的研究一第13回神経

科学学術集会予稿集,pp96.

5)林基治,山下晶子,清水慶子,十川和博,顔

井義明 (1989) :サル中枢神経系におけるソ

マトスタチン退伝子.-個体発生にともなう

発現動態-生化学,61:931.

報告書 ･その他

1)大島将 (1990) :霊長塀の季節性繁殖と松果

体の機能連関.(昭和62年度文部省科学研究

費補助金 (一般B)研究成果報告乱

2)林基漁,大島清 (1989) :サル中枢神経系に

おける神経成長因子の分布とその発達.昭和

63年度厚生省心身障宅研究報告乱 24-30.

生化学研究部門

竹中 修 ･景山 節 ･中村 伸 ･浅岡一雄り

研究概要

1)マカカ属サ ルのグロビン退伝子の柄造

竹中 修 ･荒川美典2)

インドネシア国スラウェシ (セレベス)島のマ

カクを初めとして19種のマカカ属サルについて,

DNA構造の解析による系統進化の解明を目的と

して,進化速度の速いいわゆる偽退伝子,Vβ退

伝子の解析を進めている｡ポリメラーゼ連鎖反応

(PCR)法により増幅させた第二イントロン約

1kbをpuC系のファージベクターに組み込み,

一木銑DNAを調製し塩素配列を決定中である｡

2)DNAフィンガー7'1)ソト法によるニホン

ザルの父子判定

井上美穂3)･竹中晃子-)･竹中 修

1)教務職員 2)技術補佐員

3)大学院性 4)研修員

ミニサテライ トと称されるDrtA上の超可変領

域の解析によりこホンザルの父子判定を行ってい

る｡霊長塀研究所の若桜群ニホンザルについて,

共同研究により行動観察を行い,翌年に生まれた

子供の父親を判定した｡射精にいたる交尾の回数

は高Jm位オスが低順位オスに優っていた｡しかし

低順位オスでも少ない機会を利用して子供を残し

ていることがわかった｡さらに早島の群れを緒

獲,採血して野生群でのオスの順位,年令による

繁殖状況の違いを明らかにすることを試みている｡

3)高等霊長頬のαグロビン遺伝子の構造

竹中克子 て竹中 修

ヒトでは重複しているαグロビン退伝子が.マ

レー半島やスマ トラのカニクイザルでは3重重複

している例が頻度高く発見された｡不等交叉およ

び退伝子発現の横桁を調べることを目的としてカ

ニクイザルのαグロビン退伝子の塩素配列を決定

中である｡現在までにこの氾伝領域約 9kbのう

ち7kbの塩素配列を決定 した｡ またチンパン

ジー,オランウータンで調べたところ,それぞれ

80%,20%の頻度で3正接退伝子が発見された｡

環境に対する適応の視点から考窮を進めたい｡

4)ペプシノゲソとペプシンの榊造 ･椴能 ･進

化

東山 節

ペプシノダソの退伝子榊造とその発現機構に関

する研究を継続した｡ニホンザルでは成体で発現

している5種塀のペプシノダ'/に対応するcDNA

がすべて得られた｡ウサギでは5種好Ⅰの成体ペプ

シノダソのcDNAの他に胎児ペプシノダソcDNA

のクローニングに成功した｡これらのcDNAをプ

ローブとしてノーザン分析により発生過程におけ

る遺伝子発現を調べた｡

5)霊長類の生体防御機榊

中村 伸

霊長只の止血免疫機榊を明らかにする目的で以

下の研究を続けている｡

1)凝固系の開始因子 ･組爪因子の分子細胞生物

学的解析.

2)止血免疫系のLPS応答損作の検討.

3)ニホンザルのスギ花粉症の総合的調査 ･解

析.

6)霊長塀特異酵素の研究

浅岡一雄

霊長煩の系統進化において特異的に出現および

-23-



消失する酵素の発現機構を明らかにする｡ニホン Inhibition3:77-80.

ザル肝臓よりアシルCoA薬物代謝酵素および尿

酸酸化酵素を対象に単離精製し抗体作製を行った｡ 総説,報告等

ビタミンC合成酵素の検索を進めた｡ アシル

CoA薬物代謝酵素はマウス,ヒトとの比較解析よ

り尿素サイクル異常時の補償経路の本体と判明し

た｡サルは本代謝解析の良い実験動物と言える｡

論 文

1)MakinO,K.,Abe.A.,Maeda,S..Noma.A..
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81-85.
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0.(1989):Developmentofa seriesof

monoclonalantibodiesrecognizingleukocyte

diEEerentiationantigensofJapanesemonke-

ys(Macacafuscata).
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fuscata).I.Med.Primatol.18:111-123.

4)中島たみ子 ･宮崎生子 ･矢浮伸 ･古川研 ･竹

中修 (1989) :サルの赤血球と消化器系臓器

のABO式血液型抗原.霊長類研究,5:36

-45.
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andTakahashi,K.(1989)A comparative

study on theNHr terminalamino acid

1)井上美穂 ･竹中修 (1990) :DNAフ ィン

ガープリント法によるニホンザルの父子判

定.生物物理 2月号:33-36.

2)Takenaka,0,Takenaka.A.Arakawa.M,

Ishida.T,Suzuki,J,Kawamoto,Y,and

Varavudhi,P (1990)The multiple α-

globingenesinthecrab-eatlngmaCaqueS

(Macaca fascicularis)and geographic

distributioninThailand.KyotoUniverslty

OverseasResearchReportofStudieson

Asianドon-humanPrimates,7:81-93.
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tionalConfernce,Tokyo.
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5)阿部賢治 ･後藤俊二 ･中村伸.(1989)各種翌
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臓30:594-595.
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monkey glutathione S-transferases.Bio-

chem.Pharmacol.38:2977-2983.
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1)竹中修 ･竹中晃子 ･荒川美典 ･石田央文 ･川

本芳 ･鈴木樹理 ･Varavudhi,P.タイ産カニ

クイザルのおけるα-グロビン退伝子の分

布,第5回日本霊長塀学会大会,霊長塀研究

5:150.

2)川本芳 ･石田貴文 ･竹中修 ･鈴木樹理 ･

Varavudhi,Pリタイ産カニクイザルの退伝子

分化,第5回日本霊長析学会大会,霊長挟研

究 5:149.
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3)鈴木樹理 ･石田央文 ･竹中修 ･川本芳 ･

Varavudhi,P.タイ産カニクイザルの形態学

的特徴,第5回日本霊長班学会大会,霊長現

研究 5:150.

4)竹中晃子 ･竹中修,カニクイザルのα-グロ

ビン退伝子の構造,第5回日本霊長放学会大

会,霊長類研究 5:152.

5)井上美穂 ･竹中晃子 ･光永聡子 ･大沢秀行 ･

杉山幸九 ･Gaspard,S.A･野崎真澄 ･佐倉

統 ･竹中修,DNAの多型を用いたニホンザ

ルの父子判定,第5回日本霊長類学会大会,

霊長塀研究 5:153.

6)村山裕一 ･寺尾忠治 ･野口敦夫 ･竹中修,マ

カク析汎T細胞に対するモノクローナル抗体

の特性,節5回日木霊長柄学会大会,霊長頬

研究 5:154.

7)鵜殿俊史 ･笹岡定信 ･井上美穂 ･竹中晃子 ･

竹中修.三和化学研究所霊長類センターにお
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5回日本霊長穎学会大会,霊長拐研究 5:

157.
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12)後藤俊二 ･中村伸 ･峰沢満 ･金井壕務 ･横田
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回日本実験動物学会要旨集,p58.

13)中村仲 ･峰沢満 ･後藤俊二 ･金井壕務 ･楠本

道子 ･和秀雄 (1989)ニホンザルにおけるス
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長放研究 5:169.

14)Nakamura,S..Ichihara,K.,Murayarna,..
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中村伸 ･加藤久雄 (1989)ヒトVII因子モノ

クローナル抗体の作成およびⅤⅠⅠ因子精製へ

の応用,生化学,61:835.

17)後藤啓 ･中村仲 (1989)ヒ ト胎盤 tjssue

factorの柄製および性質,生化学,61:835.

18)中村伸 ･村山裕一 ･市原啓子 ･関口清俊 ･千

谷晃一 (1989)組絞因子の発現 ･生成の調

節,生化学.61:836.

19)浅岡一雄 (1989):霊長類にみられるアシル

CoA薬物代謝酵素アイソザイムの退縮.節62
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系統研究部門

江原昭善 ･野上裕生 ･相見 満 ･瀬戸口烈司

研究概要

1)霊長現各分析群の比較形偲学的研究

江原昭吾

(i)ヒトおよび各種サルmの下顎骨の横能的 ･

形態学的研究

(ii)ヒトおよび各種サル煩の頭蓋底部と姿勢

との関連

2)東海地方出土人骨の研究

江原昭哲 ･木下宍

3)霊長塀の歯の組絞学的研究

野上裕生

4)ジャワにおける節四紀輸乳mの研究

相見満

5)m三紀霊長析 ･食虫放 ･有袋規の研究

瀬戸口烈司

(i)南米出土の化石について

(ii)南米大陸とヨーロッパ大陸出土の第三絶

食虫塀化石の対比
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